
そしてもっとも楽しんだのは官険主義者T氏であったのは言うまでもなし、。

大変な「対話」ではあったが，上海に住む中産階級の家族にとって，蘇州へ指定席の列車

で出かけることは恰好の休日レジャーであること，また夫婦が一人っ子をじつに大事に育て

ていることを垣間見ることができた。そして小学生でも，日本の中学生レベルに負けない英

会話能力をもっているというのも，我が子を振り返れば尚さら驚きであった。

中国企業視察印象記

一一一繊維工場を中心として一一

泉 武 夫

以下の記述はあくまで印象記であり，現地での聞き取りと工場見学に基づく私的メモによ

るもので，どなたにも確認しておらず，記述内容に聴き違いや勘違いがあるかもしれないこ

とを予めお断りしておきたい。

天津市第二棉紡織廠（天津市河西区解放南路347号）

岡市は鐘淵紡績系の旧在華紡である公大公司（上海製造絹糸株式会社）の第6廠（紡機

天津第二棉紡織廠＝加藤幸三郎団員撮影
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68,120錘，織機2,655台） の後身であり，公大公司が天津に有していたもう一つの第 7廠

（紡機 34,288錘，織機 30台）は現在天津市染色廠となっている（鐘紡習古室の情報による）。

もともと旧第6廠は中国民族資本紡の裕元紗廠であり，第7廠は閉じく中国民族資本紡の華

新紗廠であったものを1936年にそれぞれ鐘紡の経営下に入ったものである（厳中平「中国棉

紡織史稿」による。）天津市企業管理協会・天津市企業家協会・常務副会長張華国先生，天

津市企業管理協会秘書長・高級経済師・高級企管諮詞顧問劉正筆先生を囲んで昼食を摂った

天与大酒楼（天津市河東区6経路112号） は隣接している天津市第一棉紡織廠が在華紡時代

の付属食堂であったという（張先生の談）。第一棉紡織廠の前身は立地（旧天津市河東老塩

士宮地）からして東拓公司と伊藤忠商事を経て1930年前後に富士瓦斯紡績の委託経営となった

裕大紗廠（紡機67,348錘，織機4,920台）と思われる。ついでに天津には東洋紡系の在華紡

である裕豊紗廠天津工場（紡機55,284錘，撚糸機7,200錘，織機1,020台）があった。

余談だがここの中国料理は今回の訪中の中で一番美味しかったように思う。また噂に聴い

てきた白酒を初めて賞味したが，高アルコール度にも関わらず素晴らしいものであった。

世界における中国の繊維工業の位置を簡単に示せば次のとおりである (1992年時点）。紡

績機械保有はリング紡機が世界 (1億6,820万鐙）の25%で断 トツ（日本は4%), OE  Cオー

プン ・エンド）紡機が世界（758万錘）の 7% C日本は 2%）。織機保有は世界（268万 9千

台）の34%でこれも断トツ（日本は6%），その内無梓織機が世界（66万6千台）の 4%弱，

日本は6%強。綿糸生産高は世界(1,686万トン）の28%で断トツ（日本は 2%），綿織物生

産高は世界（979万トン）の22%でこれも断トツ（日本は 3%弱）。以前に「アジアの繊維工

業基地化」と言ったことがあったが，その中核にあるのが中国の繊維工業ということになる。

合繊糸生産高 (1994年推定）は世界 (1,994万トン）の11%でアメリカ (17%弱）に次いで

世界2位の位置にあり，ここでも日本（9%弱〉を凌駕し，天然繊維以外にも進出してきて

いる。輸出貿易 (1990年時点）ではテキスタイル輸出が世界 (1109億ドル）の 7%弱で西

ドイツ，イタリア，香港に次ぎ4位，日本は 5%強，衣料輸出が世界 (1,134億ドル〉の 9

%弱で西ドイツ，イタリアに次ぐ位置にある。

ただい中国の一人当たりの綿繊維消費量は1989年時点で3.3kgで極東平均2.5kgを超えて

はいるが，北アメリカ平均11kg, ヨーロッパ平均6.5kg，オセアニア平均9.2kg, 日本10.6kg,

シンガポール26kg，韓国6.5kgであり，合繊や毛等を加えた全繊維消費でも中国は5.7kg，北

アメリカ27.2kg, ヨーロ ッノマ16.7kg，日本23.5kg，韓国20kg,シンガポール30.3kgで＝あるの

と比較するとまだ大分低い水準にある。 中国の民度が高まるに連れて当然衣料に対する需要

も高まるものと予想され，その場合一大市場となるであろう（以上の数値は「綿糸紡績事情
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参考書」による）。

さて天津市第二棉紡織廠。事務所玄関を入ると両側に階段が付いていて 2階に上がる建築

様式になっており，日本の古い工場事務所を思わせる。初めに2階の応接室で副廠長・工程

師冬暖さんから話を聴く。通訳は北京企業管理協会の呉来順さん。

当廠は紡績2工場（精紡機13万7千錘，組紡機2万1千錘）と織布2工場（織機2千3百

台ーノfンフレットでは2千544台）を有し，生産規模は綿糸1万7千トン，綿布6千5百万

mで全国紡織系500廠のなかで第5位，天津市の最大規模工場。パンフレットには「気流紡

600頭」とあるので， OE紡機もあるようである。国家請負制である承包制を実施していて，

国家への上納税は全国100大企業中第25位，国家二級企業に指定されているという。 1976年

の唐山大地震で第l紡績工場，第l織布工場が甚大な被害を被った由。第1紡績工場は精紡

機を50年代にスイスから導入したようだが，第2紡績工場の精紡機はOKK （大阪機械工作

所）のものとか。そうすると旧鐘紡時代の機械が動いていることになる。ただし年末までに

廃棄するとのこと。他の機械は国産。第1織布工場に最近日本から96台の機械を導入，第2

織布工場に93年にエアジェッ卜織機64台を設置 （津田駒製〕している。

設備過剰のために，古い設備の廃棄問題が起こっているとし寸。 3万錘の廃棄計画で， 1 

万錘廃棄すると政府から1600万元の借入金が得られる。それで残り 2万錘の改良に取り組

むという。

労働者は l万人。男女比は4: 6。紡績6,000人，織布4,000人。 4組3交代勤務。年平均

賃金は5,600元。奨励金が3分の l程度。 3万錘の廃棄・改良を実施すると労働者を減らさ

なければならなし、。そこで第3次産業への配置や退職年齢を55才から50才に引き上げる必要

がある。今後は生産量を増やさないで，品質を高める方向でやっていくとのこと。労働者募

集は天津市域では無理で，河北省の農村出身者が中心で契約工だという。とにかく低賃金に

よる廉価第一主義から良質へと指向している印象を受ける。

綿糸番手は21番手から60番手。織布は白布。

販売総額5億元。内2.5億元が輸出。輸出は綿糸と綿布が半々。直接輸出の権限を持ち，

対外貿易窓口がある。白布をプリント加工して輸出するのは間接輸出ということになる。輸

出綿糸は40,30, 20番手。輸出先は主に日本，東南アジア，アメリカ，オース卜ラリア。輸

出の5分の3が香港経由で日本とアジアへ向けられている。アメリカ・オーストラリアへは

5分の2。日本へは5分の l。

昨今パキスタンと並んで中国の綿製品の対日輸出でダンピング提訴問題が起きているので，

輸出自主規制について尋ねたが，その影響は受けていないという。操業短縮も行っていない
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とのこと。ただし綿花の配給は不足しているということなので，その方面からの生産規制が

行われているのかもしれなし、。紡機処分もその一環と見られるであろう。

ハイテクのエアジェット繊機を導入して自動化を進めるよりも雇用創出の問題が大事では

ないかと尋ねたのに対して，自動化はコスト削減の問題もあるが，労働割支を削減するため。

ただしメインテナンスのエンジニアが足りないということであった。

工場内の見学では各工程とも機械の間隔が恐ろしく狭い印象をうける。日本のようなオー

トド ッフ ァー化や自動搬送化はこのままの機械配置では無理な印象を受ける。思ったほど労

働者が多いとは恩わなかった。日本の旧式の紡績工場同様に紡錘の抜き取り・補充，糸I巣ぎ

は全て手作業であった。工場の壁に「千百軸無庇点紅旗賞」と記した掲示板があり，個人名

と赤塗り俸グラフが掲載されていたが， これは日本の工場でもよく見られる類のもの。

昆打棉機については見ていないので不明だが，機械は精紡機のOKK (1930年〉，エアジェッ

ト織機の津田駒以外は全部中国製のようであった。練係機は天津紡織機械廠 (1981年），上

海第一紡績機械廠，紡織機械廠 (1985年〕。粗紡機は天津紡織機械廠。スライパは漆陽紡織

機械廠，当心機械情人 (1994年）。織機は中国紡織機械廠 (1986年）。検反機は大雅興業股｛分

有限公司製のもの。

見学した織布工場では60人の労働者が3交代で勤務しているが，検反は 140人を 2分して

70人の 2交代としている。夜は検査しにくいためとのこと。人海戦術の感あり。多くの小姐

労働者が手で庇を補修していた。これは以前に日本の紡績関係者から聞いていた通り。不良

品がそれだけ多いということか。機械がそれだけ整備不十分か性能が劣るということであろ

う。日本同様ガラス越しに裏から電光を当てて検反しているのもあった。ただし光学機械を

使った無人の検反はなかった。

M E装置の津田駒のエアジェット織機が導入されているが，繋ぎ痛のでる手繋ぎ糸では空

気を吹き出すノズルに繋ぎ癌が詰まって，織機に糸をかけることは不可能なはず。繋ぎ痛を

取り去るマッハコーナーが必要となるはずである。それを見ることはできなかった。ただし

パンフレッ トに自動絡筒車問 Autoconerroomとあるので，横糸の管巻きを行うときにこ

こで痛をとっているのかもしれなし、。日本で見たマッハコーナーとは構造が違うようである。

日本の織機メーカーの幹部の弁によると，中国は先端技術の機械を欲しがり，それを人海戦

術で動かしていると聞いたことがあったが，誇張ではないようだ。同廠のエアジェットにも

数値制御装置が付・いていたが，せいぜい織幅と綿糸本数を指令している程度で十分に活用さ

れているとは思えなかった。

余計なことだが織機の機が「机」になっている。これでは発音だけで「からくり」として



の 「機」の意味が出ないことになってしまう。漢字は単なる記号ではない。漢字文化は日本

のものだけになるのか。

ついでに北京市のモノ トンカラーにたいして天津市はツー トカラーの印象であった。

北京大華槻杉廠

初め廠長から簡単な話を伺ってから工場を見学し，改めて廠長の話を伺う。 1954年に発足

して40年の歴史を有する工場で，男女のシャツを縫製し，年500万着を生産している。輸出

率は75%で，日本，アメ リカ， ドイツ，香港を中心とした100カ国・ 地域に輸出している由。

委託生産で外国のブランド銘で輸出。

圏内向けの「テンタン（天壇 TIANTAN）」マークは10種の有名ブランドのーっと

なっている。省市合わせて33カ所に生産販売拠点を有する。 1988年に国務院から国家二級企

業に指定される。二級の標準は生産量（経済標準）と労働消耗率（労働生産性）を勘案して

出されるとのこと。大型500企業中の23位。

従業員1,500人。女性75%，男性25%。94年の一人当たり年収は7,000元。 他産業企業より

低いがアパレル産業では一番高いとのこと。 1995年には10%アップする計画。 86年から工場

長は賃金の分配権を有するようになり，セールス関係だと1カ月で5,000元支給する例があ

るとか。

1995年の経営計画はアパレルの品質アップと副業の拡大（商業・サービス産業・不動産業・

レストラン・医療・オヒスビル 多角経営）で，将来は本業50%，多角化50%ないしそれ以

上にもっていくことだという。

北京から50kmの房山県に新工場を建設（土地3万へーベ。建物l万7千へーベ）し，労

働者を雇用しやすくするために社宅も建設。 400人を募集したい。 500万着生産する大規模工

場となる。他方，本社である総公司は立地が良いので百貨（デパート）に変える予定で年末

に着工するとか。首都鉄鋼公司もそうであったが，多角化志向が旺盛のようだ。とにかく儲

かることは何でもやってみようということか。

新入社員の募集は北京市内では無理で，農村の貧しい労働力を雇用している。募集地はチ

ワン自治区，山東省，河北省で，高卒以上， 18才以上，健康な者。募集は工場の人事課の幹

部が例えば山東省の県の労働局幹部と協力し，条件を提示してチェックする。正社員と契約

工があり，契約工は全体の6分の l，期間は5年，終わったら 5年間の再契約が可能である。

固有企業は労働者が退職すると企業が医療保険を負担しなければならなかったが，これから

は負担する必要がなくなるとのことであった。賃金の70%は出来高払， 30%が勤続年数手当。
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1986年から承包制をとっており，工場長は承包制のため年末に目標が達成されないと更迭

されたとか。工場長は昔は選挙で選出されていたが，今は任命制。北京市軽工業局 北京服

装総公司一工場長＝経営者一副工場長一車間（生産現場）と縦の関係になっていたが，現在

は行政関与はなし、。それだけ工場長の責任が重大となり，事実上の社長と同じである。いず

れ名称も社長となるとのこと。

作業には標準時聞があって， {JiiJえば衿を縫うのに標準30秒に決定。決定方法は労働諜の

ノルマ測定作業者が毎年実績によって修正する。この決定にあたって小組の組長は関係し

なし、。

検査は抜き取り検査と全数検査があり，外部から商業検査委員がくる。外国ブランドは外

国の会社から人を派遣してくるが，対アメリカはAクラスの工場だと中国人がやる。

計画経済から市場経済への移行にともなって，経済メカニズム，意志決定が困難となる

ので，意志決定権が欲しいという。しかし品質が大事であるとも強調する。企業目標とし

て，短期目標＝経済効果・アパレル産業のトップ化（既に達成），中期目標＝全国に商品を

提供（前記33カ所，これも既に達成），残る長期目標＝世界に向かつて大きくなることだと

し、う。

設備投資資金に関しては以前は上申していたが，工場長が投資の意志決定権を持つように

なり，拡大再生産は自己決定できるとのこと。今は外国から資金を借りる権利も有している

らしし、。

TIANTA Nのシャツの価絡は工場出荷価格70元，小売店価格90元，小売マージンは出

荷価格の20%増しだとし寸。小売りマージン30%，流通経費40%という日本の場合（三輪先

生の弁）と比べて低いが，需要が多いので良いとのこと。

工場視察中に日本（横浜）向け委託生産シャツに2,900円と価格札がついていたのがあっ

たが，これはスーパーのパーゲンで見かける値段の品のようであった。この2,900円のラベ

ルが付けられて工場から出荷されるシャツの工場出荷価格は3ドルとのこと（アメリカドル

か香港ドルか不明）。日本で値引きして価格票を付け直すのかと思っていたがそうでは無かっ

た。なお委託品の原料は，製品によって一部外国からもってくるが，ほとんど中国製生地を

使用するとのこと。

縫製工場の製品の手直し率の上限は 2%であるが， 3年前は 5%であったという。しかし

実際の手直し率は0.2%とか。ノルマの超過手当は100%達成を l元とすると120%達成は1.1

元， 150%は2元となる。

工場内では標語が自につく。「一九九五年工廠方針統一思想思路 深化改革加速 調整
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全面推進再振企業雄風」，「永保天壇金牌栄誉争創世界名牌」，「加強質量管理保証産品

質量質量！」，「質量規律」，「弘揚雷鋒精神」，さらには「和企業利益第一的集体主義観念，

克服困難通力支持企業深化改革成功リ，「三年間工会生活」，「3月4日下班後車問党団支

部帯領全体党団員開展義務労働」，「産品信誉人人有責」， 「執行標準精神操作」。同文同

種，まつこと漢字は有り難い。女子従業員向けか，今年9月に聞かれる第4回国連女性大会

の掲示が出ていたのには驚いた。「質量保証体系図」が掲示されていたが，残念ながら読み

取れなかった。

工場内は正に小姐，小姐，小姐の人海戦術。ボタン付け，衿付け，ポケット付け，アイロ

ンかけ，箱詰めといったようにシャ ツの部分々々を処理する分業となっている。裸のままの

分業と協業。ミシンはJUK IとBROTHER2種の産業用ミシン。部屋には男性が2～

3人いる程度。数十人の小姐がみんな椅子に掛けてミシンに向かつて仕事をしているさまは

壮観。かつて和歌山のユニホーム縫製工場を訪れた際，女子従業員は立ってミシンかけ作業

を行っており，それを考案したという社長は生産性アップにつながったと自慢していたのを

思いだした。これが社会主義と資本主義の差か。言葉が通じないので彼女たちから直接話を

聞けなかったのは惜しいことであった。

南船北馬

北京から天津に向かう高速道路の両側には灰色がかった畑が広がる。始めてみる中国の田

園風景。丈の低い小麦の畑が大地に絵筆で薄緑の帯をひいたように延々と続く。中国でみる

最初の緑。丈の高い並木が高速道路に対して並行に， 直角に，斜めにと延びる。ポプラと定

かではないが柳の木か。所々に大きな鳥の巣が見える。ときたま煉瓦造りで灰褐色の村落が

視野に飛び込む。建物の背の低いまさに寒村の印象。時に高い煙突があるのは煉瓦工場。小

麦畑の聞に堀があって水を号｜いている最中であった。日本では麦畑に水を引くといった話は

聞いたことがなし、。それほど乾燥がひどいということなのだろう。 北京で夜雨が降ったにも

関わらず，朝の道路は乾いていた。真夜中になるとホテルを揺るがすほどの乾いた強風が吹

く。 北京一天津は北緯40度の南に位置していて，丁度秋田市と同じ勘定になる。雪の無し、大

陸と日本海のおかげで雪に見舞われる日本の差を思う。水田稲作でのi謹慨ならぬ麦畑での濯

瓶を初めて知る。

所々に10頭ほどの羊が灰白色の畑で何かを食している。雑草が生えている様子はなし、。唐

もろこし畑の跡らしく刈り取ったあとのねっこの切り株があるだけ。それを食しているよう

だ。北西側を煉瓦で築いた背の低いビニールハウスらしいものがある。上にむしろが丸めら
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れて乗せてあるのは夜間の覆い用か。何を作っているか不明。天津の路上で寄らしいものが

甘梅（と読めた）として売られていたので，高かも知れなし、。かもめのような白い大きめの

鳥が飛んでいるのを見る。北京では鳥を一度もみていない。

一般道路に入ると小型の耕運機がリヤカーをひいているのが見られる。戦後日本に耕運機

が入ってきたときの東北の農村の光景を思い出す。本当に小さな小型三輪車も見られる。

他方，上海蘇州聞の汽車の窓外に穂の出る直前と思われる緑豊かな麦畑，菜の花畑が広

がる。自に爽やか。競菜畑も散在している。芽は出ていないが桑畑，葡萄畑もある。網をはっ

て魚を養殖している池もある。農家は白い色の2階建て。北京一天津間でみた農村風景とは

全く対象的。 豊かな印象を受ける。水田自体を確認することはできなかったが，稲作と麦な

いし菜種の二毛作と見た。麦と水稲，菜種と水稲の二毛作を行っていた戦後の日本の農村を

思い出す。上海一蘇州は北緯30度の北に位置して，丁度鹿児島市と比較される位置にあるこ

とを実感する。

運河が鉄道沿いだけでなく遠くにまで延びているのが見えるo水は締麗とは言えないが，

現にエンジン付や手漕の小舟がいきかっている。まさに南船北馬。北の馬耕小麦作と南の水

田稲作，ヨーロッパの農業とアジアの農業が中国でドッキングしていると学生時代に習った

ことを思い出す。訪中中に南船北馬について古川氏が憲法学者ら しく北の政治・ 軍事，南の

経済と評するのを聴いて，なるほどと新たな見方を教わった。

再び余談になるが，蘇州、｜には運河から枝分かれして各戸を結ぶ細い堀割りがあって，それ

を日本からの輸入語であるクリ ークと呼ぶと通訳の小姐が言っていた。 creekはイギリス本

国では入り江を指すが，イギリスの植民地の小川や支流を指すと辞書にあるので，むしろ上

海租界あたりに住むイギリス人が蘇州に遊んだ時呼んだものと考えるのが妥当であろう。佐

賀クリ ークという呼び方も逆にその影響をうけたものかもしれなし、。定かならず。

訪中印象記

一一「発展」と「落差」と一一

井上 裕

3月15日から21日までの短かい訪中の時期は，たまたま第8期全国人民代表大会第3回会

議ーーし、わゆる全人代の開催（3月5日～18日）と重なっていた。天安門広場の人民大会

堂には，折からの寒風のもとで多くの紅旗が翻っており，その紅の色が鮮烈な印象だった。
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